
〈 セミナーのご案内 〉 
 ● 今回配布先を限定しておりますので、関係各位へのご回覧につき、ご高配をお願いいたします。 
 
 
高等教育活性化シリーズ 549（通算 231回）                         2013年 3月 15日（金） 

 
大学・短大設置基準の改正と新・教学運営―― 

単位制度の実質化と教育・履修システムの進化Ⅱ 
～学年暦・授業期間／授業・学修時間／１コマ時間・週コマ数／時間割編成～ 

 
 ※ 設置基準（授業期間）改正の趣旨と活用想定例／柔軟なアカデミック・カレンダーの設定へ 
 ※［筑波大］3 学期制から 6区分 2学期制へ／革新的なモジュール制／単位制度再構築の方向性 
 ※［ICU］3 学期制の強みと実際／1学期 11週／1コマ 70 分・105分／授業科目（3単位・2 単位） 
 ※［高知工科大］4 学期制の強みと実際／1学期 8週 16 コマ／時間割編成／サバティカル・クォータ 

 
 
 
 
 
 
 
 

2013年 3月 15日（金）日本教育会館 会議室（東京・神保町） 
 

日 時：2013 年 3 月 15 日（金） 9：40～16：50 

会 場：日本教育会館（東京・神保町） 

        千代田区一ツ橋 2-6-2  TEL  03-3230-2833 

アクセス：東京メトロ半蔵門線・都営新宿線「神保町駅｣ 

A1 出口より徒歩 3 分 

http://www.jec.or.jp/koutuu/ 

※会場の地図及び受講証を送付しますので 

必ずご確認ください。 

参加費：A．ご一名（資料代込） 41,000 円（消費税込） 

B．メディア参加（資料・音声 CD 送付） 

                       42,000 円（送料、消費税込） 

※参加費の払い戻しは致しません。申込者の都合 

が悪いときには代理の方がご出席ください。 
 

申込方法：参加申込書に所要事項を記入のうえ 

FAX または E-mail にてご送付ください。 

支払方法：銀行振込・郵便振替・当日払いがあります。 

          みずほ銀行麹町支店        普通 1159880 

          三菱東京 UFJ 銀行神田支店  普通 5829767 

          三井住友銀行麹町支店      普通 7411658 

          郵便振替                 00110-8-81660 

            口座名＜（株）地域科学研究会＞ 
          ※ご請求なき場合は振込受領書を領収書に 
            代えさせていただきます。 

申 込 先：地域科学研究会・高等教育情報センター 

         東京都千代田区一番町 6-4 ライオンズ第 2-106 
            Tel：03（3234）1231／Fax：03（3234）4993 
            E-mail：kkj @ chiikikagaku-k.co.jp 
            URL：http://www.chiikikagaku-k.co.jp/kkj/ 

☆ FD・SD 及び BD 研修の本格化に伴い、2007 年から受講・修了証明書を発行しております。 
 

 

 
   高等教育活性化シリーズ 231                                                 2013 年    月     日 

   単位制度の実質化と教育・履修システムの進化Ⅱ              □ 当日参加     □ メディア参加 
(□に✔印を入れてください) 

勤務先      

所在地 
〒

     

                                                    

TEL           FAX             

参 加 者 氏 名 所属部課役職名 メールアドレス 

   

   

   

〈通信欄〉支払方法（□郵便振替  □当日払い  □銀行振込）  必要書類〔□請求書  □見積書〕 

※この個人情報は、本セミナーの一連の業務及び今後のご案内に使用させていただきます。

回 

覧 

キリトリ線(※参加申込みの折は必ずお送りください) 

 
    白井   俊 氏 ／ 文部科学省 高等教育局 大学振興課 課長補佐 
    清水  一彦 氏 ／ 筑波大学 副学長・理事 
    日比谷潤子 氏 ／ 国際基督教大学 学長 
    坂本  明雄 氏 ／ 高知工科大学 情報学群長・教授 

研修会参加申込書 

● 講 師 陣 ● 

地域科学研究会 

高等教育情報センター 

連絡部課・担当者名                

メールアドレス                 



単位制度の実質化と教育・履修システムの進化Ⅱ                  2013 年 3 月 15 日（金）  
時 間 講 義 項 目 

 9：40 

～

11：00 

□ 大学設置基準第２３条の改正について 
     ～柔軟なアカデミック・カレンダーの設定～ 

文部科学省  白井    俊 

1.「授業期間」と「授業時間」 
（1）「単位」の考え方  （2）「１コマ」の考え方 
（3）「期間」と「時間」の混同 

2．アカデミック・カレンダーに関する経緯 
（1）設置基準上の位置づけ  （2）各大学の動向 
（3）H20学士課程答申と認証評価 

3．アカデミック・カレンダー弾力化の動き 
（1）法令面の整備  （2）東京大学の秋季入学構想 
（3）「４学期制」導入の動き 

4．設置基準改正の趣旨と今後の方向性 
（1）H24質的転換答申 （2）設置基準改正の内容 
（3）設置基準改正の効果 （4）今後の方向性       〈質疑応答〉 

11：10 

～

12：40 

□［筑波大］学期制の改革と単位制度再考 
   ～革新的なモジュール制の導入～ 

筑波大学  清水  一彦 

1．３学期制の問題点と２学期制のねらい 
（1）教育制度の観点から  （2）教育運用の観点から 
（3）通用性の観点から  （4）教育の実質化をめざして 

2．学期制と単位制度の関係 
（1）米国の単位制度と学期制の特色  （2）わが国の単位制度と学期制の特徴 
（3）単位制度の本質 

3．単位制度を再考する 
（1）1単位の定義の見直し  （2）３種類の単位計算方法の撤廃 
（3）卒業制度の改革                           〈質疑応答〉 

13：40 

～

15：10 

□［国際基督教大］３学期制の教育・履修システムの強みと実際 
     ～１学期 11週／１コマ（70分・105分）と時間割／授業科目（3単位／2単位）～ 

国際基督教大学  日比谷潤子 

1．アーツ・サイエンス学科の学び 
（1）学年歴   （2）４月／９月入学  （3）３学期制度（1学期 11週） 
（4）履修登録   （5）学期ごとの標準受講単位数 

2．教育・履修システム 
（1）科目番号   （2）時間割（横型／縦型コース） 
（3）教授言語  （4）成績評価法 

3．シラバス 
（1）学習目標   （2）授業内容   （3）評価基準   （4）参考文献 

4．ICUにとっての３学期制の意味                     〈質疑応答〉 

15：20 

～

16：50 

□［高知工科大］４学期制の授業・履修システムの強みと実際 
     ～１学期 8週 16コマ／１コマ 90分／集中講義期間の学年暦運営～ 

高知工科大学  坂本  明雄 

1．高知工科大学の概要 
（1）沿革       （2）教員評価システム 

2．教育・履修システム 
（1）教育・履修システムの特徴    （2）学年暦 
（3）成績評価            （4）演習の時間 

3．クォータ制の特徴 
（1）同時進行科目数が少ない  （2）柔軟な時間割編成 
（3）週１コマが良いという声も  （4）サバティカル・クォータ    〈質疑応答〉 

 


